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　6月26日（金）に島根県庁にて、「しまね社会貢献基金」へ
の寄付を行いました。成相会長から「新型コロナウイルスの
影響を受けて厳しい状況にあるＮＰＯの皆さん方やＮＰＯ
の支援を受けている県民の皆さん方、特に将来を担う子ど
もたちの生活支援、貧困対策などに役立てていただきたい」
とし、丸山達也島根県知事に寄付目録の贈呈を行いまし
た。これに対して丸山知事は「次の世代を担う子どもたちの
生活等に貢献できるよう、できるだけ早く活用していきたい。
組合員の皆さま方に心から感謝申し上げる」とし、感謝状の
贈呈がありました。
　このたびの寄付については、新型コロナウイルス感染症の
影響によりＮＰＯによる社会貢献活動が制限されていること
から、新型コロナウイルスに打ち克ち、次代を担う、子どもの
貧困対策・子育てをサポートするＮＰＯを支援するために、
連合島根の社会貢献活動として、連合島根加盟各構成組織
の組合員の皆さんからの組合費の中から寄付をさせていた
だいたものであり、連合島根ならびに各地協予算から捻出し
ました。ご理解をよろしくお願いします。

　6月26日（金）に一般社団法人島根県経営者協会、6月29日
（月）に島根県中小企業家同友会、それぞれに対し「県内
養護学校生徒の学びの場の確保に向けた要請書」を手交し
ました。
　新型コロナウイルス感染症は、島根県の雇用と経済に深
刻な影響を及ぼしていますが、学校現場においても感染拡
大期から緊急事態宣言解除までの臨時休業による授業時
間減少への対応などの“学びの機会の確保”、教科学習以外
のイベント・体験学習などの中止による“学びの場の確保”に
係る課題などが生じており、特に、県内養護学校の高等部で
は受け入れ先企業の確保難による現場実習（インターンシッ
プを含む）機会の喪失といった雇用に直結する課題が起き
ています。
　現在、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点やその影
響による一時休業などを理由に企業の受け入れ先がなく
なっており、受け入れ先の確保に著しく苦慮している状況に
あることから、それぞれの加盟企業に対して、①現場実習の
受け入れ、②学校への視察・訪問、③学校からの説明会の受け入れの協力要請を行いました。
　また、連合島根加盟各構成組織に対しても、①加盟単組における企業側への現場実習受け入れの働きか
け、②企業側における学校説明会の受け入れまたは学校訪問・視察実施の働きかけ、③構成組織・単組役員に
よる養護学校への訪問・視察の実施について要請を行っています。

　任期満了に伴う益田市長選挙
については、連合島根が推薦す
る「山本浩章」氏の３期目の必
勝に向けて、組合員の皆さんの
力強いご支援をよろしくお願い
します。
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贈呈式後の意見交換

　ＮＰＯ法人やその他社会貢献活動を行う団体の活動を支援し、島根県に
おける社会貢献活動のより一層の推進と活性化を図る目的で、寄附金と県の
拠出金を原資に、2009年4月に島根県が創設し、管理・運営を行っているもの
です。

しまね
社会貢献基金とは

知事感謝状 寄付を行った連合島根および県内３地協代表者


